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貼り付け型センサによる体内リズム可視化技術
体内リズムの乱れを可視化して

睡眠改善をサポートします
#ウェルビーイング・人的資本経営

体内リズムを測るには日常生活の中で深部の温
度変化を測ることが必要です。
従来方法ではセンサ周囲への熱の散逸により深
部の温度変化の正確な推定が困難でした。

体内リズムの可視化技術により、ユーザの睡眠
生活をサポートし、誰しもが気持ちの良い朝を
迎えることができる睡眠体験の提供をめざしま
す。

「皮膚温」と「熱流束」という熱の流れを測定し、体の深い部
分の温度を推定（熱流束法）。NTTでは、日常生活の外乱があ
る中でもセンサ内部に独自の構造（熱流補償構造）により熱流
束を正確に測定。

• NTTの熱流補償構造を活用することで高い推定精度を実現
• NTTの深部体温センサ技術は、直腸温と同等の精度で体内リ

ズムを可視化が可能

医療・ヘルスケア
体内リズムの変化を可視化し、体内リズムの面から睡眠質を高めるための生活習慣をアドバイスするなどソリューションへの適用
2026年サービス提供予定

関連展示＝γ09-01 出展社＝日本電信電話株式会社 関連リンク＝NTT 技術ジャーナル「体内リズムの可視化をめざしたウェアラブル深部体温センサ技術」（2021年5月） 

問い合わせ先URL

https://www.rd.ntt/forum/2024/doc/G09-01-j.pdf
https://www.rd.ntt/research/JN202105_13510.html
https://tools.group.ntt/jp/rd/contact/index.php?param01=F&param02=402&param03=G09-02
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